
1　板書を「説明の記録」ではなく、「学びの足場」として捉える

板書は、教師が説明したことを黒板に残すためだけのものではありません。授業の導入で既習事項や本時の
問いを視野に固定し、展開では生徒の発言や気づきを拾いながら思考の流れを整理し、終末では学びを辿り
直す手掛かりになります。

このまとまりの記事では、板書を「情報提示の道具」ではなく、「学びのプロセスを可視化する教具」とし
て捉え直しています。生徒のノートにどう残るか、後から振り返ったときに何が見えるかまで考えることで、
板書は授業デザインそのものに近づいていきます。

参照記事
・板書の技術 #INDEX（https://fn-officef.com/blog/202605/2415/）
・板書の技術（その３）（https://fn-officef.com/blog/202605/2410/）
・板書の技術（その４）（https://fn-officef.com/blog/202605/2411/）
・板書の技術（その５）（https://fn-officef.com/blog/202605/2412/） 

2　板書・プリント・教材を、学習活動の配列から設計する

プリントや教材は、わかりやすく整理された資料であればよいというものではありません。授業のどの場面
で、何を考えさせ、どのような活動を経て理解を作らせるのかを想定していないと、教材は単なる情報の配
布物になってしまいます。

ここで扱っている記事群では、板書とプリントを対立的に捉えるのではなく、それぞれの機能を分けて考え
ています。板書はその場で生徒の思考を拾いながら構成できる道具、プリントは学びの記録を集約し、活動
の順序を支える道具です。大切なのは、教材づくりを学習活動の設計と切り離さないことです。

参照記事
・板書の技術（その６）（https://fn-officef.com/blog/202605/2413/）
・教材づくりは、学習活動の配列を想定して（https://fn-officef.com/blog/202511/26520/）
・学びの土台を作る、整理された板書・プリント（https://fn-officef.com/blog/202405/2355/）
・スライドや板書案を作り込んでおくだけでは…（https://fn-officef.com/blog/202605/2620/） 

3　主体的・対話的な学びを支える視覚情報を整える

生徒の活動性を高めるには、ただ活動を増やせばよいわけではありません。何を考えればよいのか、どこま
で進んだのか、他者の発言や考えがどこに位置づくのかが見えていなければ、活動は散漫になります。整理さ
れた板書や視覚情報は、その活動を支える土台になります。

このまとまりの記事では、板書を通して教室内の思考を共有し、比較し、整理することの意味を扱っていま
す。カラムを分けた板書、空所を残した板書、ワンステップずつ進める板書などは、いずれも生徒に「考え
る余地」を残しながら、思考の道筋を支える工夫です。

参照記事
・学習効果に直結する活動性、それを支える視覚情報（https://fn-officef.com/blog/202106/2585/）
・板書に残すもの（前編）（https://fn-officef.com/blog/202606/2121/）
・板書に残すもの（後編）（https://fn-officef.com/blog/202606/2122/）
・TIPS! 空所を残した板書（https://fn-officef.com/blog/202310/1884/） 
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4　ＩＣＴ・ＡＩを、授業を置き換える道具ではなく、学びを広げる道
具として使う

ＩＣＴやＡＩは、授業を便利にする道具ではありますが、それ自体が学びを深めてくれるわけではありませ
ん。説明を効率化する、調査の範囲を広げる、答案や意見を共有する、個に応じた支援を行うといった場面
ごとに、何のために使うのかを明確にする必要があります。

このまとまりの記事では、「道具ありき」ではなく「学びありき」でＩＣＴやＡＩを考えています。教師の
説明を置き換えるだけではなく、生徒が調べ、比べ、問い直し、他者の考えに触れる機会を広げるところ
に、これらの道具の教育的な価値があります。

参照記事
・学びを軸にＩＣＴ活用を考える#INDEX（https://fn-officef.com/blog/202108/2626/）
・学びを軸にＩＣＴ活用を考える＃１　「伝達」の場面（https://fn-officef.com/blog/202108/2623/）
・学びを軸にＩＣＴ活用を考える＃３　「対話」の場面（https://fn-officef.com/blog/202108/2625/）
・指導場面でのＡＩの利活用（記事まとめ）（https://fn-officef.com/blog/202605/22490/） 

5　個別最適化・遠隔授業でも、学びを孤立させない

個別最適化やリモート学習は、一人ひとりの状況に応じた学びを広げる可能性を持っています。しかし、個
に任せるだけでは、学びは孤立し、理解確認や相互啓発の機会も弱くなります。個別に進める部分と、教室
全体で共有する部分を設計し直すことが必要です。

ここで扱う記事群では、動画、遠隔授業、非対面での対話、答えが一つに決まらない問題の扱いなどを通し
て、授業を構成する機能を分解しています。対面か遠隔かではなく、問い、活動、共有、フィードバック、振
り返りがどう確保されているかが問われます。

参照記事
・学びの個別最適化の問題点と教室での対応（https://fn-officef.com/blog/202510/26039/）
・動画で授業を完結しない～授業を構成するパーツとして（https://fn-officef.com/blog/202005/2378/）
・対面以外の環境で実現する対話的な学び（https://fn-officef.com/blog/202005/2368/）
・リモート学習で「答えが一つに決まらない問題」を扱う（https://fn-officef.com/blog/202005/2369/） 

6　手書き・デジタル・記憶の役割を、学びの本質から捉え直す

教育のデジタル化が進むほど、「手で書くこと」や「覚えること」の意味を改めて考える必要があります。手
書きには、対象をよく見る、構造を捉える、記憶に刻むという働きがあります。一方で、デジタルには編
集、共有、再利用、相互参照の強みがあります。

このまとまりの記事では、手書きかデジタルか、記憶か検索かという二項対立を避けています。大切なの
は、どの場面で、どの道具を使えば、生徒がよりよく観察し、考え、整理し、伝えられるかを見極めること
です。道具が変わっても、学びの中核は失ってはなりません。

参照記事
・書くことでの学び～手書きとデジタルの併用（https://fn-officef.com/blog/202602/27926/）
・手を使って書き写すことの大切さ（https://fn-officef.com/blog/202108/2621/）
・道具が変わっても必要であり続けること（まとめ）（https://fn-officef.com/blog/202504/1955/）
・記憶は思考（理解や予測）の大事な道具（https://fn-officef.com/blog/202508/24764/） 
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7　知識を増やすことと、情報を整理する力を育てることを両立させる

知識は、理解や思考の土台として欠かせません。しかし、教師が整理済みの知識を与えるだけでは、生徒は
情報を読み取り、分類し、関係づけ、構造化する方法を学べません。知識を増やすことと、情報整理の手法
を獲得することは、対立ではなく両立させるべき課題です。

このまとまりの記事では、板書や問い掛けを通して、情報整理の過程そのものを生徒に経験させることを重
視しています。覚えやすく加工されたものを受け取るだけでなく、何が重要かを判断し、どう並べ、どうつ
なぐかを考えることが、使える知識を育てます。

参照記事
・知識の拡充 vs 情報整理手法の獲得 #INDEX（https://fn-officef.com/blog/202602/1894/）
・知識の拡充 vs 情報整理手法の獲得（その３）（https://fn-officef.com/blog/202602/1887/）
・情報の整理・構造化のやり方を板書で学ばせる（https://fn-officef.com/blog/202410/2435/）
・生徒にも学ばせたいファシリテーション・グラフィック（https://fn-officef.com/blog/202210/9937/）
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